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婦 人科感染症 に対 するpazufloxacinの 臨 床 効 果

舘野政也 ・舟本 寛

富山県立中央病院産婦人科*

新 たに開発 されたニューキノロン系抗菌薬pazufloxacin(PZFX)に ついて臨床的検討 を行い,

以下の結果を得 た。

1) 子宮内膜炎1例,外 性器感染5例,計6例 にPZFXを 投与 し6例全例 に効果 を認めた。

2) 6例 の症例か ら7株 が検出され,細 菌学的 には本剤の投与 により全ての菌が消失 したが,

1例 に菌交代が認め られた。

3) 副作用,臨 床検査値異常は認め られなかった。
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婦人科領域における軽症の感染症に対する治療の多 く

は外来で行うことが多 く,静 注や点滴静注による治療法

は適当ではない。できれば経口投与の方が利便性が高い。

今回我々は,新 たに開発 された経 口用ニューキ ノロン薬

pazufloxacin(PZFX)(富 山化学工業株式会社 ・株式会社

ミドリ十字)を 婦人科領域感染症 に対 して使用する機会

を得たのでその使用成績について報告す る。

PZFXは,好 気性お よび嫌気性のグラム陽性菌な らび

にPseudomonas aeruginosaを 含 むグラム陰性菌 に対 して

幅広い抗菌スペ ク トルと強い抗菌力を示す という'2)。ま

た臨床分離株 に対 してもStaphylococcus属をは じめとした

グラム陽性菌やP. aemginosaを 含 むグラム陰性菌に対 し

強い抗菌活性 を示す といわれている121。したがって婦人

科感染症 に対する効果が期待 される。

今回我々は,本 研究に先立ち治験参加の同意の得 られ

た6名 の患者 を対象とした。その内訳は,子 宮内膜炎1例,

バル トリン腺膿瘍3例,外 陰膿瘍2例 の計6例 であった。

本剤 の投 与方法 は子宮 内膜炎 の1例 を除 き,全 て1回

100mgの1日3回7日 間投与,子 宮 内膜炎の1例 では1回

100mg1日3回3日 間投与後1回200mgの1日3回 投与に増

量 し,15日 間(計18日 間)経 口投与 を行 った。効果判定

は本剤投与前後の臨床症状.所 見の推移,分 離菌の消長,

自他覚的副作用および臨床検査値異常 をもとに行った。

臨床効果はTable1の 如 くで,6例 全てに有効であった。

症例1の 子宮 内膜炎 の症例 では,臨 床所見等 を考慮 し3

日後か ら1回 投与量 を100mgか ら200mgに 増量 した。投

与開始6日 後 に臨床効果,細 菌学的効果の判定 を行った

が,腹 痛 が完 全 には 治 ま らなか ったた め1回 投 与 量

200mgで12日 間継続投与 を行 った。投与前 には発熱,

白血球増多,CRP強 陽性 を示 し,下 腹痛,圧 痛,内 診痛

が認められたが,こ れらの症状はすべて改善 し有効 と判

定 した。症例2,3,4の バル トリン腺膿瘍 も発赤,腫 脹,

疼痛,膿 汁 も消 失 し,著 しい改 善が認 め られ た。症 例2,

3の 白 血球増 多 も改 善 され た。症 例5,6の 外 陰膿瘍 にも

同様 の効果 が認 め られ た。 なお,バ ル トリン腺 膿瘍 お よ

び外 陰膿瘍 の症例 につ いて はいず れ も投 与 開始 日に膿 瘍

穿刺 を併用 してお り,有 効 と判 定 した。 また細 菌学 的効

果 につ い て は全6例 よ り7株(Staphylococcus epidermidis,

Coagulase-negative staphylococci, Streptococcus agalactine,

Escherichia coli, Prevotella bivia各1株 お よ びCorymebacter-

ium sp.2株)が 検 出 さ れ,治 療 後 は全 て 消 失 したが,

Corynebacterium sp.が 検 出 され た 外 陰膿 瘍 の1例(症 例

5)で は 菌交 代 が み られ,投 与 後 にS.eptdermidis, S. aga-

lactiae, Enterococcns faecalisが 認 め られ た。安 全 性 に関 し

て は副作 用 お よび臨床検 査値 異常 は認 め られ なか った。

以上,好 気性 の グラム陽性 お よび陰性 菌 に強 い抗 菌力

を もつ 経 口用 ニ ュー キ ノ ロ ン薬PZFXを 婦 人科 感 染症6

例 に臨床 応用 をこ ころみ良好 な成績 を得 た。

本剤 は経 口投 与 後の組織 内移 行 も良好 で有 効性 が示唆

され る。産婦 人科 領域 にお け る疾 患別 臨床 効果 をみ て も,

子 宮 内感 染 に対 しては98.3%の 有 効 率 が,子 宮 付属 器炎

に対 しては91.7%,バ ル トリン腺炎 な どの外性 器感 染で

は96%の 有 効率 が報告 されて い る3)。

また分 離菌 別細菌 学的 効果 は単独 菌感 染 で グラム陽性

菌(Staphylococcus aureus, S. epidermidis, E. faecalisな ど)

に 対 して91.4%の 菌 消 失 率 が,グ ラ ム 陰 性 菌(E . coli,

Klebsiella pneumoniae, P, aeruginosaな ど)に 対 し て は

90.5%の 菌 消失率,嫌 気性 菌 に対 して は91.8%の 菌 消失

率が報 じられ てお り,広 範 囲 の抗 菌 スペ ク トル を有 して

い る。 また複数菌 感染 に対 して も88.5%の 菌 消 失率 をみ

て い る%今 回 の経 験症 例 は6例 と少 ないが,我 々 は全

例 に有効 とい う成 績 を得 てお り,ま た副作 用 は従来 のニ

ューキ ノ ロン薬 と比べ 少 ない こ とが 報 じられ てい る こと

か ら3),本 剤 の 臨床効 果 には大 きな期待 を寄せ てい る。

* 〒930富 山市 西長 江2-2-78
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Table 1. Clinical effect of pazufloxacin

L-abd. pain: lower abdominal pain CNS: coagulase-negative staphylococci
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The clinical effects of pazufloxacin in gynecological infections 
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2-2-78 Nishinagae, Toyama 930, Japan 

A newly developed new quinolone antimicrobial drug, pazufloxacin (PZFX), was clinically investi-

gated, and the following results were obtained. 
1) PZFX was administered to one patient with endometritis and five with external genital infection, 

and the drug was effective in all six patients. 

2) Seven strains of bacteria were isolated from the six patients, and all the strains were eradicated 

bacteriologically by the treatment. One case of Corynebacterium sp. was replaced. 

3) No abnormal changes in clinical laboratory findings or side effects were observed in any of the 

patients.


